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人 を誘導する道具の 制作
一 作品 ｢ ス タ ー トフ ユ ー セ ッ ト｣ の 制作過程を例 に -
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要 旨

道具や環境は
,
人 の行動と適切 に対応させて デザイ ン し配置する こと に よ っ て

,
｢ し た い｣ こ と を自

然に ｢ さ せ る｣ ような機能を持 つ こ とが で きる ｡ こ うした機舌巨を持ち得る適切なデ ザ イ ンをす るた め

に は
,
｢ 可視性｣ , ｢ 対応付け｣ , ｢ フ ィ

ー

ドバ ッ ク｣ が適切か どうかを考慮しなければ ならな い ｡ そ の た

め に は
,
人間 の行動や

,
そ の様 に なる べ く して 成 っ た環境の 中から ｢ 人 間は何をした い の か｣ 千 ,

｢ な

ぜ 出来な い の か｣ と い う具体的 な要因を観察によ っ て 獲得する必要が あ る ｡ ｢ ス タ ッ ト フ ユ ー

セ ッ ト

( 壁掛け飾り棚)｣ は ,
こ の ような考 えを背景に , 壁 に 掛け て 物を置く行動を誘導し

,
使用者 の ｢ 飾る｣

と い う願望 を完成させ る道具と し て 制作する試み で ある ｡

キ ー ワ ー ド

道具
,
環境

,
デ ザ イ ン

,
ア フ ォ

ー ダ ン ス
, 可 視性

,
対応付け

,
フ ィ

ー ド バ ッ ク

1
. は じめに

私たちの 日常生 活の 中で は
,
西洋で よく見

られる ような壁掛け式の 家具を利用 したり,

美し い タ ビス ト リ ー

を壁 に掛けるなどの 方法

で
,
生活空間 を演出する と いう習慣が少な い

よう に思 われ る ｡ それ は建築に 使われ る素材

の 美 しさ や構造美 , 建具や障子の 装飾性
, 襖

や欄間に表現され て い る絵画
,
彫刻などの 美

術的価値が室内の 空間をすで に演出して おり
,

あえて 壁に 家具や タ ビス トリ ー を掛ける必 要

性が少な い と い うの が -一つ の 理由に挙げられ

る ｡

しか しこう した美的要素が既に 建築の 中に

作ら れて い た と して も
, 実際に多くの 家庭の

中で は
,
銀行か ら配 られ た カ レ ン ダ ー

や複製

の 絵画
,
子供 が描 い た絵な どが壁 に掛けられ

て い る ｡ また テ レ ビやサイ ドボ ー

ド
,
ある い

は出窓な どの 僅かな平面の 上 に は観葉植物や

陶器の 置物
,
活け花

,
家族や友人の 写真や ,

ど こ かで 求め た骨董品な どが置かれ て い る ｡

こ の ような壁面や平面上 の 使 い 方は極め て

自然発生的で はあるが , 広 い壁面に何かを飾 っ

て より美しく した い と いう欲求の表れと して ,

また何かを置く こと がで きる平面を必要と し

て い る結果と して 解釈する こ とが で きる ｡ し

か し
,
こ の よう に物が雑然と置か れる場面 に

出会 っ て も,
生 活者 は これ を生 活者自身の 要

求と して 認識 し
,
それ に対応した棚類を新た

に 用意したり
, 機能的な改善を加えると いう

行動 に結び付ける こ と は少 ない ｡ むしろ 日々

の 生 活の 中で は単に 整理整頓を厳 しく要求 し
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た り, また他者 に対 して 同じ こ とを指摘 して

い る経験 に思 い あたる ｡

こ の ような状況を振り返り ,
そ こ に 置くこ

とが なぜ自然な行為なの か と い う視点で あら

た めて 観察する と ,
そう した行動を引き起 こ

す必然性が ｢ 周辺 と の 関係｣ の 中か ら発見さ

れ る ｡ ｢ 周辺 と の 関係｣ と は ,
わ れ わ れ が物

を無意識に テ レ ビの 上 や棚な どに 置く時, そ

れ ら の 平面が ｢ 物を置くこ とが で きる｣ と い

う情報 を発 して おり ,
我 々 は こ の情報を認知

し
,
誘導されて 行動を起こ して い る と い う関

係 で ある ｡ ∫ . ∫ .
ギブ ソ ンの 表現を借りれば,

｢ なに か行動を起 こすと い う と き ,
そ れ を ど

の よう に知るか
-)
｣ と いう問題を立て たとき,

知識なるもの を ｢ 頭の 中｣ だ けに 想定する必

要 はなく ,
行動を誘発 して くれる知識ある い

は情報が ｢ 環境や状況｣ 自体の なか に存在す

る
,
と い う考え方に な る ｡ つ まり,

人 は道具

や環境 と い っ た広 い 意味で の ｢ 状況｣ に依存

しなが ら行勤 して い る と い える の で ある ｡ 整

理整頓 の 後で ,
また同 じような行動 を繰り返

すの は
,
テ レ ビや サ イ ドボ

ー

ドの 上 にあ る平

面が
,
我 々 の 置きた い と い う欲求に 対して 適

当な高さや広さ で 配置され ,
こ の こと が ｢ 置

く こと がで きる｣ と いう情報とな っ て ｢ 置く｣

行為 を誘導して い る こ との 証 しなの で ある ｡

こ の 考え方 に基 づ けば ,
道具や環境を人の

行動 と適切に 対応させ ,
デ ザイ ン し

,
配置す

る こ とに よ っ て , ｢ した い｣ こ と を 自然 に さ

せ るよう な機能を作り出す こと がで きる
2)
｡

｢ ス タ ッ トフ ユ
ー セ ッ ト ( 壁掛け飾り棚)

書 1

｣

( 図3 ) は ,
こ の 考えを背景 に ,

壁 に 掛 けて

物を置くこ と を誘導 し, 使用者の ｢ 飾る｣ と

いう願望を完成させ る道具と して 実際 に制作

する試み で ある ｡ 以下 ,
使用者が自然 に行動

す る こと がで きる デ ザイ ン の 考え方と , 使用

者 の 関わ りに 対 して 作品の 中 に考慮した事柄

を具体的に 解説 した い ｡

2
.

一 つ の提案

2 . 1 使用者 が参加する

先に 述べ た よう に ,
道具や環境 は人の行動

と適切 に対応させ て 行動する こ と に より ,
行

動を誘発する知識ある い は情報と して の機能

を持 つ と考えられ る ｡ それ で は飾りた い と い

う欲求を ｢ 喚起 し ,
満た し

,
満足を与える｣

た めの 道具に なり得る に は ,
どの ような知識

や情報を どの ような形に 置き換えて デ ザイ ン

する べ き であろ うか ｡ ｢ ス タ ッ ト フ ユ
ー セ ッ

ト｣ の デザイ ン で は ,
物を置 い て飾 ると い う

行為を誘導する ため に次の 点を考慮した ｡

①道具に 置き換える知識や情報

a 物を置く こ とが で きる

b 物を置く こ と に よ っ て 風景に 参加で きる

c 取り付ける壁面や位置を任意 に選択する

こ と がで きる

②情報 を道具 に 置き換えるため の デザイ ン

a 建物の 立 つ 土 台に は階段状の段差を つ け,

水平に 広がる平面を強調する

b 建物の ある風景を作り ,
こ れ に は装飾性

を少なくし , 寡黙 で物足りな い 表情を造

る

c 使用者が これを任意の 位置 に取り付けら

れ る機構を造る

こ の 作品の 中 で用意した水平な平面は , 倭

用者が ｢ 物 を置い て 飾る と い う形で 参加で き

る｣ と いう こ と を知ら され るため の ス ペ
ー ス

である ｡ また ｢ 建物｣ の ある風景は ,
極力装

飾性を排除し ,
必要以外の 突起物は作らな い

こ とで シ ン プル な造形を行 っ た ｡ こう した要

素の 少な い 造形が ｢ 物足 りなさ｣ や ,
孤独な

寂 しさ を表して い る ｡ これ ら実際の ス ペ
ー ス

と簡素な表情が , ｢ 何か を 置 い て 飾 りた い｣

と い う欲求を誘発 して 風景 へ の 参加を促す情

事削こなり得ると考える ｡

2 .2 使用者が関 わる こと で完成する風景

こ の 作品 の 中で ,
使用者が関わ る余地 を意
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識的に残 して い るの は ,
こ の 余地を飾る こ と

で埋 め
, 風景を完成させ よう とする願望を誘

発する媒介と して の 意味がある ｡ こ の 媒介に

よ っ て風景に 変化を与えよう とする願望が誘

発さ れ , 水平 に造られ た平面上 に , 例え ば秋

に はス ス キ
,
春 に は梅の蓄や福寿草,

猫柳を,

ある い は旅先で 拾 っ た石 こ ろ や大切な陶器や

ガ ラ ス の 器物な どが置かれる ｡ こう して 物が

置か れた時に
,
風景は ｢ 建物｣ の 形と反応 し

て多様 に変化する ｡

こう した変化は , 作品が それ自身で 変化す

るの で はなく
,
使用者の 意図的な参加 によ っ

て 作りだされる ｡ つ まり使用 者は道具を使用

する ばかりで なく風景を作り出す作り手に も

なり得る ｡ こ の ように , ある意図 を持 っ て風

景に参加する と いう こと は , もの を造 る際の

｢ 外化さ れた物 と の 対話
3 )
｣ 状態を作 り出 し

て い る とも い える ｡ 外化 は 人 が造 りあげた

｢ もの｣ , ある い は行為と して表現した ｢ こと｣

を自分の 外 に出 して
,
そ の ｢ も の ( こ と)｣

に よ っ て
,
｢ 自分｣ と対面する機会を与える ｡

飾 る と い う形 で対話すべ き対象を自らが外化

して 作り出 し
,
そ の 対象か ら訴えか けて くる

情報に よ っ て 自らが再び変化す る ｡ ｢ 建物｣

の ある 風景に 参加 し完成する と いう こ と は ,

使用者が創造の 場 に参加する こ とで あり, 対

象か らの 情報 を ｢ 飾 る｣ と いう形で 受け取る

体験で ある ｡

3 . 形を決め る過程

第 2 章で述 べ た機能を考慮 し, 形を決め る

創作過程で ヒ ン ト にな っ た風景と全体の 構想

をまとめ る手順を説明する ｡

3 . 1 全体の 構想 が で き あが る まで

作品の ヒ ン トに な っ たの は次 の 二 つ の 風景

で ある
事 2

｡

1 ) ｢ ス タ ッ ト フ ユ ー セ ッ ト｣ ( 市庁舎)

湖の緑 に細長 い この 建物は
,
ス ト ッ ク ホ ル

ム の 中央駅近くに あり , 街 の ラ ン ド マ ー ク に

18 7

な っ て い る ｡ 莫凹角な箱型の 稜線が高くそび

え
,
先端部分で 僅か に細くなり

,
その 曲線が

緊張感を抱かせる ｡ こ の 建物の 中庭 に は湖 に

向か っ て 階段が作られ て い て , 湖との
一

体感

が感じられ;ら ( 図 1 ) ｡

図 1 ス タ ッ ト フ ユ
ー

セ ッ ト( 市庁舎) の 立 つ 風景

2 ) ビ ッ クル ビ ー 協会

ス ウ ェ
ー

デ ン
･ エ ー

ラ ン ド島に ある ビ ッ ク

ル ビ ー 協会はなだら かな丘 の 上 に 静か に たた

ずん で い る ｡ 小さ な窓が神聖 な寡黙さを感 じ

させ
, 静寂な空気が周辺を支配 して い る ｡ 建

物の裏の 入 り口 まで は段階が設けられて い る ｡

自然の 地形 に合わせ て 建物が作られ て い て
,

段階の 必然性を感じると ともに ,
こう した人

工 物と地形が調和 して い る ｡ 丘 の 曲線と , 細

長く垂直に そ びえ立 つ 教会の バ ラ ン ス が美 し

い ｡

こ れらの風景から得られたイ ン ス ピレ ー

シ ョ

ン は
,
次の ような言葉で 表現 で きる ｡

･ 乾 い た空気

･ 凄と した緊張感
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･ 寡黙な小窓の 表情

･ 人の存在を感じさせ る段階

･ 広がる平面の 美 しい バ ラ ン ス

･ 自然な地形と建物との 調和

･｣ ､ 松 研 治 ･ 小 郡 直 言

3 .
2 作品を具体化する過程

こ れ らの イ メ
ー ジを基に して

,
作品の全体

像を探す作業から始め る ｡ 作品の 全体像は ,

は じめか ら頭の 中に明確に 現れて い る わけで

はなく
,
ぼ ん やりと したイ メ ー ジを ス ケ ッ チ

ブ ッ ク の 中で思 い 付くままにス ケ ッ チ して い

く｡ 措か れた ス ケ ッ チ を原形に して ,
機能

,

木目 , 技法, 道具, 作業工 程な どを考慮に 入

れ なが ら , 寸法や フ ォ ル ム に少 しず つ 変化 を

加える
* 3

｡ ラ フ ス ケ ッ チ と い う方法で 変化 を

加える段階で は
,
描かれ た ス ケ ッチ の 持 つ 表

情を受けて .
措 い て い る側が動か され る こと

が ある
' 4

｡ 動かさ れる とは ,
自分で描 い た形

に よ っ て 自分自身が ハ ツ とする形や構成の お

もしろ さを発見する瞬間で ある ｡ そ して 次 に

そ の 要素を強調する作業が加わる ｡ こ の 強調

と変化を様 々 な組み 合わせ で試行錯誤 し ,
先

の イ メ
ー

ジと照合しなが らそ れ に近 い 形 へ と

構築 して い く ｡

こ の よう に して 試行錯誤が繰り返され , 変

化 して い く様子 を図 2 で示 した ｡ 最初 に抱 い

たイ メ
ー ジ の具体化の ため に ,

次の ような点

を造形の 要素と して 挙げた ｡

t ′トさな窓を配する こ と に よ っ て 寡黙な表

情を作る

･ 建物の 形は 細 い 4 本の 脚 で 立 たせ ,
直立

不動の 緊張感を出す

･ 階段を追 っ て ｢ 広場｣ を感じさせ る

･ 垂直 に立 つ 建物 に対 して , 水平 に広が る

平面を十分に とる

･ 扉に 使う木材に テ ク ス チ ュ ア
-

を つ けて

乾 い た感 じを出す

これ らの 造形要素が組み 合わさ れて 全体の

形が決定さ れる
事 5

｡ そ して さ ら に具体的な加

工 方法に つ い て の 検討が なされて 実際の 作業

- と移 っ て 行くの で ある ｡

4
. 使用者の ための形と機構

｢ ス タ ッ ト フ ユ ー セ ッ ト｣ ( 図 3 ) は ,
風

景 に参加させ る ための 道具 で あると同時に ,

棚や小物入れを持 つ 実用 的な機能を持 っ て い

る ｡ 使用者はその 道具を使う時,
開閉する ,

物を出し入れするな どの 実際の 接触を持 つ こ

と になる ｡ その た め使用者 に対 して は ,
形 の

中 に デ ザイ ン され た情報が どん な行為をとり

得る かを認知させ , そ の行為が ごく自然に 満

たされ る ように あらか じめ配慮 された デ ザイ

ン が成され なけれ ば ならない ｡

で はご く自然 に満た され るように あら か じ

め デザイ ン する に は どの ような配慮が必要 で

あろう か ｡ こ の よう な配慮すべ き点を D . A .

ノ ー

マ ン は ｢ 可視性｣ , ｢ よ い対応 づけ｣ , ｢ フ ィ
ー

ド バ ッ ク｣ と呼 ん で ,
よ い デ ザイ ン をするた

めの 原則と して 挙げて い る
4 )
｡ ｢ 可 視性｣ と

は
,
目 に 見えるよう にする こ とで あり

,
目 で

見る こ と によ っ て 使 い 手は形やそ の形 の 置か

れ た状態 によ っ て
,
そ こ で どん な行為 をとり

得るか を知る こと がで きる ｡ ｢ よ い 対応付け｣

とは
, 行為と結果 , 操作とそ の 効果の 間の 対

応関係が ,
目に 見えて 望みの 結果に きわめて

強く結び付 いて い る ことである｡ そして ｢ フ ィ ー

ド バ ッ ク｣ とは ,
どの ような行為が実際に 遂

行され
,
ど の ような結果が得られ たか に 関す

る情報を使い 手に送り返すこ とが で きる こと

で ある ｡ こ の ように デザ イ ン され た道具は ,

人の ｢ した い｣ こ とを自然 に ｢ させ る｣ 横能

を持つ こと に な る の で あ る ｡

今回の ｢ ス タ ッ ト フ ユ ー セ ッ ト｣ 制作に 関

して 配慮 した点は
,
こ の ような考え方に基 づ

い て い る ｡ 以 下 ,
そ の 具体的な点を解説する ｡

①取手の 形

作品の 中に 作られた突起物は こ れだ けで あ

る ｡
一

目 で そ れが
"

つ まみ
"

で ある こ とを認

識させ
,
そ こ を摘む こ と を誘導する ｡ 取手の
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2-1 は じめ の ラ フ ス ケ ッ チ

2-3 機構 の 検 討
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2-2 ス ケ ッ チ の 展 開

2-4 構造 の 検討

図 2 ス ケ ッ チ を通 し て ア イ デ ア を練る様子
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図 3 作品 ｢ ス タ ッ ト フ ユ
ー

セ ッ ト ( 壁掛 け飾り棚)｣

形は指の 形に対応 した フ ォ ル ム に し , 指先の

動きに対応させ て い る ｡ 正面 に取り付けた プ

レ ー

トは触れて 押す行為を誘導する ｡ こ れら

を取り付けた位置や高さ は ,
使用者の 動きに

対応させ て 決定して い る ｡ ( 図 4 )

図 4 動きに 対応 した取手の 形

サ イ ズ :

長さ7 4 0 × 奥行き200 × 高さ

素 材 :

ホ ワ イ トア ッ シ ュ , パ ド ッ ク ,

黒檀

②扉 の キ ャ ッ チ
書6

部分の 抵抗感

キ ャ ッ チ の 抵抗感は , 扉の 大きさ と対応 し

た ( 強過 ぎず弱過ぎず) 感触を持たせて作る ｡

使用者が扉の 大きさか ら予測 した抵抗感と 同

じ結果を与える 工 夫で ある ｡ また開閉時に生

図 5 扉の キ ャ ッ チ部分の構造
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じる ｢ カチ ッ｣ と い う音を意図的に作る こと

に よ っ て
, 使用者に 行為の 結果を知らせ る ｡

( 図5 )

(丑扉の 動き

使用者は扉を開閉する時の 抵抗感を
,
扉の

形や厚み か らの 情報を受けて 事前に予測 して

い る ｡ 丁番の可 動部分に ワ ッ シ ヤ
ー を挟ん で

円滑な動きをあらか じめ用意し , 予測 に対応

する ｡ ( 図6 )

図 6 丁番 の構造

④仰の 機構

置く物の 形状 に よ っ て 棚板の 間隔を変える

こと が で きる ｡ 起こ り得る 使用者 の 要求を満

たす こと が で きる ｡ 棚を支える ピ ンを差し替

える 時,
ス ム

ー ズ に抜き刺 しで きる よう に 穴

の縁 に 丸み を持たせ る ｡ また
,
棚 に 置か れた

もの が落ちる ような事態を予測 して 小さな縁
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を つ けて い ;5 ｡ ( 図 7 )

(9 ′ト物入 れ の器

器の 曲線は手先の 輪郭線か ら取り ,
4 本の

指がそ ろ っ て差 し入れ る こと がで きる
,
と い

う こ とを知らせ る ｡ また小物を摘み取る時
,

摘むと いう動きを自然に させ るように縁 の形

を作る ｡ ( 図 8 )

8- 1 手先 の 輪 郭か ら取 っ た器 の 形

8-2
′ト物を摘 む動き に 対応 し た縁 の 形

図8 小物入れ の形

⑥壁面に つ けるため の 機構

脱着が容易に で きる機構 を作る こ とで
,
壁

面に 設置する こ と , また移動する こ とが安易

に で きる と い う こと を知らせ る ｡ ( 図 9 )

⑦机上 へ の 設置

壁に 取り付けられな い 状況で は机上 に置く

こ ともでき る ｡ こ の 場合 , 作品と接地面 に僅

か な隙 間を作 り , 軽 快 な 浮 遊感 を 作 る ｡
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図 9 壁面に取り付けるため の横構

図1 0 机上 とそ の 間 の 隙間

図11 窓 の 穴とそ の 断面

( 図1 0)

(む窓の 穴

扉に 配した
"

窓
"

を表す穴は , 寡黙な表情

を作るため に 重要な要素で ある ｡ 穴 の緑を薄

くする加工を内側か ら施 し
,
穴の 中の 暗闇が

よ り深く見える よう にする ｡ ( 図1 1)

(9 階段の 形

水平な面を
,
建物が立 つ

"

丘
"

と
"

広場
"

と に 区切 る方法と して 階段の 形を用 い た ｡ こ

の こ と によ っ て
"

広場
"

の 平面が強調さ れ ,

物を置くこ とが で きると いう ことを知らせ る｡

( 図1 2)

図1 2 水平 な面を仕切る階段

5
. おわりに

筆者 はこ れまで 工芸 品制作 の作業
･ 教育環

境を作業者の 行動との 関係の 中で 観察し ,
刺

作活動 に と っ て こ れを支援する道具と い う観

点 で改善を実施 して きた
5)
｡
こ の 作業環境 の

改善で 目指 したもの は , 単 に整理 整頓する こ

と を意味して は い な い ｡ D . A . ノ
ー

マ ン は
,
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『この 次 にあなた がホ テ ル に 泊ま っ た と き ,

シ ャ ワ
ー

の 使 い 方がす ぐに分からなか っ たり,

見慣 れない テ レ ビや コ ン ロ に苦労した ならば ,

悪 い の は デ ザイ ン の 方だと いう こ と を心 に留

めて おくべ きだろう ｡ そして また
,
こ の 次に

あなたが何かよく知らな い もの を手に取 っ た

とき
,
初めて なの にすらすらと苦労なく使え

た と したら
,
ち ょ っ と立ち止ま っ て それをよ

く調 べ て ほ しい ｡ そ の 使 い やすさ は偶然の 産

物で は な い の だ ｡ 誰かが それ を注意深く上 手

に デザイ ン して い る の で ある ｡
6 )
』 と 述 べ て

い る ｡ すな わち ,
使用者に と っ て の 物や環境

の デザイ ン は
,
そ の使用者 に試行錯誤や 難儀

な学習を課したり ,
ある い は厳 し い朕を押 し

つ ける方法で なく , 使用者の 行動を適切に 誘

導する情報を形の 中 に仕組 ん で 配置する べ き

で あろうと いうの で ある ｡ そ の よう に道具や

環境 が デザイ ン される こと に よ っ て 人 は始め

て 遭遇 した環境で あ っ て も,
適切に 配置され

た道具 の 知識や情報 に誘導されて , 自然 に 目

的を達成する こ とが で きる はずなの である ｡

優 れ た道具 や 環境の デ ザイ ン はそ の よう な横

能を持 っ て 人間との 問に 置かれ た時,
イ ン タ

ラク シ ョ ン を引き起 こす力を持 つ こ とになる ｡

工芸 品制作 に おける作業環境改善の 試みは ,

こ の よう な考えに基 づ い て 行 っ て きた デザイ

ン の 実践で あ っ た ｡ 当然 ながら筆者の研究制

作 に お い て もこ の視点が中心的 なもの と して

挙げられ る ｡ つ まり ,
そ の 作品が人をある方

向に ｢ 呼び掛 け｣ , ｢ 誘導する｣ に は ,
形の 中

に どん な情報を織り込めば 人間との 間に その

ようなイ ン タ ラ ク シ ョ ン を引き起 こす こと が

で きるか と い う点 に最大の 関心を持っ て 制作

して きた ｡ 1 990 年制作の ｢ 馬車の ベ ン チ｣ は

幼 い 頃の 記憶 に訴 えかけ,
どこ かに 運 ばれ て

行く心地よさと
一

体に なろうとする欲求を呼

び起 こす道具と して 見る者に 誘 い か ける ( 図

1 3) ｡ 1 993 年制作の ｢ 夏の 午睡｣ は板材 の 自

然 な フ ォ ル ム と枕 の 形 が
一

時の 午 睡を誘う

( 図1 4 ) ｡
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図13 作品 ｢馬車の ベ ン チ｣

回14 作品 ｢夏 の 午睡｣

こう した道具や環境作りは , 日 々 の 生 活の

中で 人‡
~と司の 行動を環境との 関連の 中で つ ぶ さ

に 観察する こと から生まれる ｡ 自然発生 的に

生 じた環境や ,
人が何かをしようとする先々

で 障害と な っ て 戸惑 い を与える場面の中には ,

そ の よう に なら ざるを得 なか っ た理 由が必ず

潜ん で おり
,
発見され る こ とを待 っ て い る と

い える ｡ 今回制作 した ｢ ス タ ッ ト フ ユ ー セ ッ

ト｣ は こうし′ た観察の 中か ら現実に 出会 い ,

そ こ から獲得した情報を道具 ( 作品) に 置き

換える デザ イ ン の 試み で ある ｡ こう した試み

は他人 の 身の 周りに 対 して よ か れ と 信 じ ,

｢ もの｣ を制作して 配置 し て そ の 人 の 生 活環

境に 変化を加えよう とす る こ と で あり , 制作

者が持 つ 基本的な願望で ある ｡

今後も
,
人間の 行動や

,
そ の 様に なる べ く

して 成 っ た環境の 様相の 中で
,
こう した観察

を さら に深め ,
適切 に デザイ ン され た道具や
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環境が人 々 の ｢ 知覚と行動｣ に対 して どの よ

うな影響を与える こ とが で きるか に つ い て研

究 ･ 制作して い きた い ｡

[ 付記 A d diti o n]

こ の付録で は , 本文中2 .2 の ｢ 使 用者 が 関

わる こ と で完成する風景｣ に つ い て 若干 の補

足 説明を つ け加えて おく ｡

1 ) われわ れは次の ような体験を した こと は

ない だろうか ｡ 何かの縁で出席したパ
ー

テ ィ
ー

で 頂 い た花を自宅 に持ち帰り, 手持ちの 花

瓶 にそれを生 け
,
さて それ を どこ に置 こう

かと思案して い る自分の 姿を思 い 浮か べ て

欲し い ｡ こ の とき ,
われわ れは生活の場を

それ となく ｢ 実に より｣ 演出しようと して ,

そ して この 演出をより効果的なもの に する

ため に
,
花瓶が生き生きと映えるため の 背

景や家具
,
すなわち

,
しか る べ き ｢ 風景｣

を探 し求め て い る ｡ こ の 瞬間
,
襖や障子

,

床の 間が花瓶と の 関係で は っ きりと われ わ

れの 前に 立ち現 れて くる ｡ つ まり花瓶とそ

の 背景に ある風景 ,
さ らに そ の 場に 生 活す

る 人間とが密接 に 関わり合 っ て い る ことを,

こ の 時は じめて 意識するの で ある ｡

さて 次 に , 何か の 用事で出かけた旅先で ,

そ の 地 の 特産品として 売られ て い る陶器や

ガ ラ ス の花瓶を
,
自らが使う ことを念頭 に

買い 求めた と しよう ｡ こう した気軽さ で 求

め
,
使われ る花瓶は決して 高価 なもの で は

な い し芸 術的価値もそれ ほ どは持 っ て い な

い で あろう ｡ しか し ,
こ の花瓶と美術館や

博物館に 大切に 陳列され た花瓶や壷と の 間

に は価格や芸術的価値以上 に大きな違 い が

ある ｡ 人と芸術的作品との 間の 敷居と して

の ガ ラ ス の シ ョ
ー

ケ
ー ス が

,
人と その ｢ も

の ( 作品)｣ と に明確な
一

線を引き ,
い や

がう えに も
,
人 はそれ を ｢ もの ( 傑作)｣

と して 鑑賞する こ とを強 い られる ｡

桜林仁は ジ ョ ン ･ デ ュ
ー

イ の 芸術論を思

い 起こ し
, 『かれ は ,

｢ 芸術品は博物館 に あ

るもの｣ と いう先入観が ,
生 きた芸術の 理

解をさ またげて い る
,
と警告する ｡ 芸術品

は
,
生活か ら切り離された博物館の 中の 物

理 的存在とな っ たとき ,
もはや

, その生 命

を失 っ たも同然なの だ ｡ 芸術 は
,
人間の 生

活を高める ため に ,
生活の なか で

,
生活を

作り出す道具なの で ある ｡ 生 活その もの な

の だ ｡ ( b y 桜林仁) p . 8 』 と述べ て い る
7 )
｡

『美の た めの 芸術 は ,
生 活の 実用性 と は切

り離さ れて , 実の 体験そ の もの に奉仕する

の で なけれ ばならな い ( b y 桜林仁 p . 1 )』

と いう考え方を痛烈に 批判 して い る ｡ そ し

て
,
『生活 こ そす べ て の 始ま り で あり

,
終

わりで はな い か ｡ そ して ,
そ の 世界に , 美

と い う体験を ,
ゆた か に盛り こ む工作が ,

芸 術と い う智恵 に負わさ れて い るの だ ｡ そ

うで ある なら ,
芸術と い う現象を, も っ と

生 活に 密着させ て 考えて い っ た方が , その

使命を
,
い き い きと させ る こ とが できる の

で はな い か ｡ ( b y 桜林仁 p . 1 )』 と いう ｡

し て み る と
,
美術館 に展示 さ れた花瓶や壷

は
,
部屋 ( 風景

,
環境) の 中に生 気と華や

かさを与えて くれる ｢ 花瓶と して の 存在｣

の 可能性を ,
あたかも剥奪され て い るかの

よう に さえみえる ｡

｢ 生 活に密着させ る｣ と い う意味をわれ

われ なりに解釈すれ ば
,

つ ぎの よう に 言え

る かも しれな い ｡ われ われ は実際の 生 活の

なか で
,
自分や他者 の ため に 生活を豊か に

しようと して 様々 な活動を行う ｡ そ して 上

記の ような , 花瓶に 草花を活けると いう生

活行動に 遭遇 して , そ こ で あらため て まわ

りの ｢ 風景ある い は環境｣ と , 花瓶に花 を

活けて それ をい ままさに ど こか に 置こうと

する ｢ 人間の 行為｣ と が ,
お互 い に導き合

うように ｢ 出会う｣ と いう経験をする こ と

に なる ｡ (｢ 出会 い｣ を経験する ため に は生

活 に密着して い る こと が大切 で ,
こ れはま

さ に リア リテ ィ
ー と い える ｡ ) こ の 瞬間あ

る い は こう した過程の最中に
,
われ われ は
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欲 して い た行動の 意味を理解し,
その結果

が つ まびらか に さ れると いう こ と を体験す

る こ とが ある ｡ 環境 に いままでなか っ た物

を配置しようとする制作者の 細心の 注意を

払 っ て 捉えなけれ ばならな い の は ,
まさ に

こ の 瞬間に現われ る人間行動の意図であり,

全 身の 表情 で ある ｡ 生活 に密着すると い う

意味はまさ に その ような豊かな人間行動を

捉える こ とに あるように 思 われる ｡

人が生活の 豊かさや潤 い を求め る行為と

関わ る形で ,
風景や環境と の

一 体感をその

人自らが ｢ 完成で きるように ｢ 媒介するも

の ( 例えば家具な どの 道具)｣ こ そが ｢ 使

用者が関わる こ と で完成する風景と して の

道具｣ と いう提案の趣 旨で ある ｡

2 ) 上 で 示 した ｢ 使用者が 関わる こと で 完成

する風景と して の 道具｣ は ,
人間の 生 活と

密着 して , 人 間に対 して よりよき生存を実

現させ るた めの ｢ 環境的媒介｣ に ほ か なら

な い ｡ 人類 の大きな特徴の
一

つ は
,
ホ モ ･

フ ァ
ー ベ ル と して の 能力 を い かん なく発揮

して 自らの 環境 を人工物の 制作 を通 して作

り変える こ と にある
7)
｡ 人 はそ の 環境を媒

介 に して 生 活し, 精神の 活動や生活の 在り

方を変化さ せて きた ｡

環境的媒介はそれ に よ っ て 人をある行動

- と導く,
誘導する と いう言葉を使 っ て も

よ い かもしれ な い ｡ む しろ ,
そう いうもの

と して デザ イ ン され る べ きで ある ｡

『
一

言で い えば ,
｢ 物｣ で はなく ,

｢ リ ア

1
) テ ィ

ー

｣ を,
｢ 形｣ で は なく ｢ ア フ ォ

ー

ダ
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ン ス｣ をデザイ ン すべ きだと い う こ とで あ

る ｡ もちろ ん ,
ア フ ォ ー ダ ン ス をデザイ ン

するた めに 一 棟な方法があるわけで はな い ｡

設計の ア イ デア は , 道具ヤ シ ス テ ム が利用

され るまさ に その 現場で発見されなけれ ば

ならな い だ ろう ｡ デザイ ナ
ー は

,
道具の 要

素となる ｢ 形｣ の 専 門化で はなく,
まずは

道具を介したときに , 人 々 の ｢ 知覚と行為｣

に どの ような変化が起こるの かに つ い て し っ

かりと観察する フ ィ
ー

ド ･ ワ
ー

カ
ー

で ある

必要がある ｡ リ ア リ テ ィ
ー を制作する ため

に は
,
リ ア リ テ ィ

ー に 出会 い ,
そ れを捕獲

し なくて は なら な い
8) ( b y 佐 々 木正 人

p .1 0 5 )
' 7

』 ｡

どの よう にすれ ば ,
環境的媒介が使用者

に と っ て 適切な行為の 手がかりに なるの で

あろ うか ｡ 環境媒介的な人工物がも つ ｢ 自

然な制約と誘導｣ がその ｢ き っ かけ｣ とな

り
,
使用者に 適切な行為 へ の 情報を与 えて

くれ る ｡ 人工 物の も つ ア フ ォ
ー ダ ン ス は非

常 に重要 で あり,
それ を どの よう に使 い ,

行為で き, 機能しうる か に関する手が かり

を与える ｡ 平 らな平面は何かを支えたり t

置 い たりすることを, 把 っ 手はつ まみ ,
引 っ

張 っ て み る こ とを ,
く ぼみ はそ こ に 何かを

い れたり, 取り出したりする ことをア フ ォ
ー

ドして い る ｡ われ われは こ の ような適切な

ア フ ォ ー ダ ン ス を具備 した環境的媒介に 囲

まれて 生活する ことを
一

つ の 理想と して 考

えて もよ い の で はな い だろうか ｡

注釈

* 1 ス タ ッ ト フ ユ ー

セ ッ ト とは壁掛け飾り棚の 作品名で ある ｡ 発想段階 で ス ウ ェ
ー

デ ン の ス ト ッ ク ホ ル

ム に ある市庁舎 ( ス タ ッ ト フ ユ
ー

セ ッ ト) を ヒ ン トに した こと に 由来する ｡ ( 図3 )

* 2 筆者は19 90 年 か ら1 9 91 年 に か け て ,
ス ウ ェ

ー

デ ン
,
ス ト ッ ク ホ ル ム にある カー ル ･ マ ル ム ス テ ン美

術工芸 学校
,
及 び エ

ー

ラ ン ド島 に あるカ ペ ラ
･ ゴ ー

デ ン 美術工芸学校 に て研修を行 っ た ｡
こ れ ら の 風

景は こ の 研修中 に見たもの である ｡

* 3 作 品 を発想す る過程で 行う ｢ 変化を加える作業｣ に は , 変化 に必 要な知識や情報の 蓄積が 必 要で あ
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. る
｡
こ の 蓄稽 に は日 々 の 生活 の 中 で 出会う様々 な経験や ,

目 にする情景に対 して 感想 を持 つ 努力 を し

なければ なら な い
｡

* 4 制作過程の 中で は ,
ス ケ ッ チ や試作を通して ｢ 様々 な外化 ( 頭 の 中 で 考えて い る こ とを祇 に 描 い た

り立体 に してみたりし て 自分の 外に出し て み る こ と)｣ を行 い ,
自 ら の 手 で外 に出さ れ た ｢ 表情｣ と

対話する過程がある ｡

* 5 加工 方法や ,
加工技術の習得, 素材に対する知識 ,

経験な ど の 蓄積と ,
ア イ デ ア を展開す る積極性

が重要で ある ｡

* 6 扉 な どの 留め具, 留 め金｡

* 7 J . J . G i b s o n は 環境が動物に与える ｢価値｣ の こ とを ｢ ア フ ォ
ー ダ ン ス｣ と 呼ん だ

9 )
0 『ア フ ォ

ー

ダ ン ス は事物の物理的な性質で はな い ｡ そ れ は ｢ 動物 に と っ て の 環境の 性質｣ で ある ｡ ア フ ォ
ー

ダ ン

ス は知覚者の 主観が構成するもの で はな い ｡
そ れ は環境の 中に 実存する

,
知覚者にと っ て 価値ある情

報 で ある ｡ 物体, 物質, 場所 , 事象, 他 の動物, そ して 人工物 な ど環境の 中に あるす べ て の も の は ア

フ ォ
ー

ダ ン スをも つ ｡ 動物 ならばそれ に ア フ ォ
ー ダ ン スを探索する ことが で きる ｡ 環境 に あるもの は,

す べ て ア フ ォ
ー

ダ ン ス の 用語 で記述するこ とが で きる ｡

1 0)
』
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